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ユーラシア壁画の調査研究と保存修復（②セ06-13-1/3）

目　　的
ユーラシア世界の壁画の技法材料に関する調査研究を行い、適切な保護、保存修復の手法を検討するとと

もに、壁画の造形表現と歴史的・文化的背景についても調査研究を行う。さらに、他の分野の専門家と学際
的に協力、連携し、壁画という文化遺産を総合的に調査研究する。地域的には、ユーラシア地域（含む北ア
フリカ）を対象とし、その中でもアジア地域の壁画を主な対象とする。

成　　果
1．敦煌莫高窟壁画
1-1. 現地調査：2013（平成25）年8月31日～9月8日。莫高窟第285窟4壁と天井部について携帯型蛍光Ｘ線分

析計、顕微鏡、分光光度計を用いた分析調査及び環境調査を実施した。
1-2. 敦煌研究院研究員の来日研修：2013（平成25）年9月22日～10月12日の日程で保護研究所程博研究員を招聘

し、技術研修を実施した。
1-3. 報告書の作成：東京文化財研究所と敦煌研究院共同の2013年度成果報告書を編集し、発行した。
1-4. シンポジウムと専門家会議開催：2014（平成26）年2月19日、第285窟に関する研究調査に関してシンポジ

ウムを開き、翌20日は壁画研究に携わる他機関の研究者と情報交換と専門的討論を行った。このシンポジ
ウムのために2月18日～22日の日程で、敦煌研究院研究員1名を招聘した。

2．陝西墳墓壁画
2-1. 現地調査：2013（平成25）年8月27日～31日。陝西省延安市周辺で発掘途中の壁画墓（金時代）2基を視察し、

発掘現場における光学調査に関する方法を検討した。
2-2. 現地調査：2013（平成25）年10月19日～26日。曲江芸術博物館が開催した壁画芸術及び保護修復技術に関

する国際学術会議に参加し、壁画発掘現場における記録保存に関する研究の成果を発表した。
2-3. 現地調査：2014（平成26）年2月23日～25日。陝西省考古研究院で壁画墓発掘とその保存修復の状況につい

て視察するとともに、今後の共同研究について討議を行った。
3．タジキスタン国立古代博物館所蔵の壁画断片の保存修復
3-1. 国内作業：壁画の保存修復に関する新たな処置方法の検討を行った。得られた成果を実際に適用するとと

もに学会や論文にて発表した。
3-2. 現地調査：2013（平成25）年9月18日～10月15日。15次ミッションを派遣し、タジキスタン国立古代博物

館においてフルブック遺跡出土の壁画断片の調査及び保存修復作業を実施した。
４．エルミタージュ美術館との協力体制構築のための調査
4-1. 現地調査：2014（平成26）年2月3日～8日。エルミタージュ美術館の調査を行い、これまでの事業で協

力関係にある専門家と意見交換および今後の協力体制の構築にむけた打ち合わせを行った。
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